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1960年代におけるアフリカ系アメリカ人と星条旗
African-Americans and the US Flag in the 1960s

山　城　雅　江
要 旨

　本稿は1960年代におけるアフリカ系アメリカ人と星条旗の関係を，同時代の
政治・運動状況を検討しながら，いくつかの報道写真や美術作品とともに考察
するものである。奴隷制が廃止された後も依然として隷属状態を強いられたア
フリカ系アメリカ人にとって星条旗は積極的関係を結べるものではなく，むし
ろ人種差別的なシステムを象徴するものであったが，公民権運動やブラック・
ナショナリズムといった解放闘争が活発化する1960年代には星条旗の意味が変
化・錯綜するようになっていく。本稿では，60年代前半と後半のそれぞれの人
種差別撤廃闘争をめぐる諸状況で，アフリカ系アメリカ人が星条旗にどのよう
にアプローチしたのか，また同時代の政治状況によってどのように変化したの
かを見ていく。星条旗をめぐる戦後のシンボリックな文化政治を明らかにし，
星条旗イメージを含んだ報道写真や美術作品に浮き彫りになるアフリカ系アメ
リカ人のヴィジュアルな格闘・交渉を考察する。
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1 ．は じ め に

　アメリカ市民宗教の強力なシンボルである星条旗をめぐる歴史的・社会

的変遷において，1960年代は重要な転機の一つと考えることができる。星

条旗は，南北戦争で愛国心の熱狂的な象徴へと駆け上り，19世紀後半の国

民意識の創出・醸成期，及び，20世紀前半の二度の世界大戦期を通して高
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度に制度化＝神聖化され，積極的な意味構築のターゲットとなってきたシ

ンボルである。「ナショナル・ヒストリー」に依拠した神聖なるアメリカ的

象徴体系の中枢を（建国文書や父祖らとともに）占める星条旗は，愛国的ナシ

ョナリズムの最たる表現であり，「アメリカ」とほぼ同義であって，絶対的

な崇拝の対象とされてきた。

　しかしながら，ベトナム反戦運動が活発化する1960年代に，アメリカの

「理想」と乖離した「現実」の露呈によってアメリカそのものへの疑念が高

まると，「愛国心」の記号である星条旗もまたヴィジュアルな文化政治の前

線に立つことになる。抗議運動が高まり，国家的理念や愛国の内実が問わ

れるにつれて，それまではかなり少なかった「冒涜」事例が集中的に発生，

マス・メディアで報じられ大きな反応を引き起こした。国旗の崇高性がほ

ぼ自然化され定着していた状況下で，1968年には国旗冒涜に対する連邦レ

ベルの懲罰法「国旗冒涜処罰法」が迅速に制定され，取り締まりが強化さ

れて，政治的にはいわゆる保守・主流派が勝利を収めたと言える。しかし

一方，法的には多くの関連訴訟・判例の積み重ねによって，政治的抗議に

おける「表現の自由」の範囲が広がり始めた時期であり，1989，1990年の

国旗焼却をめぐる最高裁判決の基礎を形成する重要な時期となった。

　また，何より，政府の政策を手放しで支持する盲目的愛国主義への違和

感が，白人中産階級の若者を中心に「マス／大衆」と呼べる規模で共有さ

れたことで，その最たるアイテムである星条旗に付与された「権威」にも

疑念が生じる契機となった。星条旗の神聖さは，頻発する「不適切」な商

業的利用によってある種の矛盾を常に内包してきたが，1960年代には，そ

の高度の禁忌性がやや薄まり，「冒涜」を星条旗に対する「別の見方」と捉

えることが必ずしも不可能ではなくなった時期と言えるだろう1）。

　アメリカ主流社会において星条旗の「神聖性」に綻びが生じ，文化政治

の二極化が形成されつつあった1960年代。では，マイノリティであるアフ
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リカ系アメリカ人は星条旗にどのようにアプローチしたのか。それを検証

することが本稿の目的である。

　そもそも，自由・平等を高く掲げる共和国が，「人種」に依拠した奴隷制

国家でもあったアンテベラム期のアメリカにおいては，黒人にとって星条

旗は直接的・積極的な関係を結べるものでは到底なかった。フレデリック・

ダグラスが奴隷制度の後ろ盾となっている星条旗を（キリスト教と並んで）批

判しているように，また，ハリエット・ジェイコブズが星条旗（stripes and 

stars）を「stripes and scars」と表現したように，星条旗はその保護に黒人

を含むものではないどころか，むしろ血の犠牲を強いる国家システムの旗

印に他ならなかった2）。南北戦争中に奴隷解放宣言が布告，続いて憲法修

正13，14，15条が成立し，北軍の愛国シンボル・星条旗が多くのアフリカ

系アメリカ人にとっても「自分たちのもの」と呼び得る状況が到来したか

に見えたが 3），それも束の間，1870年代には保障されたはずの諸権利や基

本的人権が法の名のもとに次々と無実化していく。参政権の剥奪，経済的

隷従，人種隔離政策，リンチといった超法規的暴力などから成る「第二の

奴隷制度」の構築によって特定の人々の隷属状態を永続させるアメリカニ

ズムの記号は，アフリカ系アメリカ人にとっては，南北戦争以前と変わら

ず無意味であり，多くの場面で白人至上主義や人種差別の象徴であり続け

た。1900年に発表され「coon song」のロングヒットとなった《Every Race 

Has a Flag but the Coon》における白人主流社会の揶揄が示しているよう

に，当時アフリカ系アメリカ人は言わば「旗なし」の状態であったのであ

る。この曲の嘲笑が，ブラック・ナショナリズムを刺激し，世界黒人地位

向上協会（UNIA）における「汎アフリカ旗（Pan-African Flag）」の創造にも

影響を及ぼしたことは知られているが，それは，法的には「アメリカ人」

となってもなお，黒人は国旗によって表象されていないという憤怒と表裏

一体であった4）。
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　そうした状態が実質的には変わらない一方で，第一次，第二次世界大戦

という総力戦体制下においては人材不足を補う労働力として，特に軍隊や

軍需産業での労働といった軍事協力がアフリカ系アメリカ人にも求められ

ることになる。「ダブル Vキャンペーン」のもと戦後の公民権運動の基盤

となったと指摘される契機であるが，星条旗を旗印とする戦闘への参加体

験はアフリカ系アメリカ人と国旗との関係にも少なからぬ影響を与えた。

星条旗に（再び）積極的に見出された自由・平等・民主主義の理念（あるい

は「愛国心」）と，変わらぬ人種差別社会の現実との間で，戦後，アフリカ

系アメリカ人にとっても国旗の意味が錯綜していくことになるのである。

　本稿では1960年代におけるアフリカ系アメリカ人と星条旗の関係を，同

時代の政治・運動状況を検討しながら，いくつかの報道写真や美術作品と

ともに考察する。星条旗をめぐる戦後のシンボリックな文化政治を確認し

つつ，ナショナルな記号を取り入れた視覚イメージ・実践に浮き彫りにな

るアフリカ系アメリカ人の格闘・交渉を検証してみたい。

2．1960年代中頃までの公民権運動における星条旗

　近年の抗議活動やデモ行進の報道からも窺い知ることができるように，

シンボル・標語といった視覚的アピールは，アメリカにおける抵抗運動の

光景に不可欠なものとなっているが，それは人種差別に対する長年の闘争

においても極めて重要な要素を占めてきたように見える。例えば，リンチ

の告発を中心に法廷闘争に力を入れていた全米黒人地位向上協会（NAACP）

は，データの強調で情報を視覚的に分かりやすく伝達する広告―今日で

言う「インフォグラフィックス」―を様々な媒体に掲載したり，「いつ何

名がリンチによって殺害された」という事実だけを簡潔に述べた，大胆か

つ単刀直入なデザインの巨大な旗をニューヨーク本部の建物から掲げるな

ど，より多くの注目を引くための視覚的技術をすでに活用していた。50年
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代から拡大する公民権運動の示威行動で掲げられた，見る者に直接的に訴

える明確でシンプルなメッセージ（「Freedom Now」「We Shall Overcome」等）

の多数のプラカード5），学生非暴力調整委員会（SNCC）が60年代初頭に作

成・配布した，モノクロ写真に最小限の言葉を組み合わせたインパクトの

強いデザインのポスターなどには，公民権運動における視覚的なコミュニ

ケーションへの注力を看取することができるだろう。

　公民権運動で星条旗が初めて使用されたのは1960年のことで，自然発生

的かつやや個別的な事例ではあるものの，ノース・カロライナで開始され

たシット・イン運動において小さな星条旗を手に持っていたいくつかのケ

ースがあったという6）。ブラウン判決やバス・ボイコット運動によって南

部において公民権運動が本格化するのは50年代半ばであるが，使用の時間

的なズレの背景には，まずは，やはり星条旗がそれまでに象徴してきたア

メリカ的制度・慣例への心理的な抵抗があったことが指摘されている7）。国

旗は人種隔離政策を許容する公的機関やアメリカ主流社会を表すものであ

ると同時に，とりわけ南部ではクー・クラックス・クランのような暴力的妨

害集団が崇拝の対象として公然と誇示していたものでもあったからである8）。

　アフリカ系アメリカ人にとっては人種的不平等の記号ですらあった星条

旗は，しかし，シット・イン運動以降，僅かながらも徐々に公民権運動の

参加者に用いられるケースが出てくるようになる。それは，先駆者たちの

告発と共通する内容（人種差別は独立宣言や米国憲法に示された国家理念に背く

ものであること，抑圧者への抵抗はアメリカ的伝統であること等）を，アメリカ

の普遍的理念―戦時中から冷戦期の戦争文化において特に強調された

―の代理表象で表すというジェスチャーであったことは言うまでもない

だろう。一方で，この時期の登場は，公民権運動における星条旗の使用に

ついて詳細に検証したロザリンド・モスの示唆に富む研究によれば，60年

代初頭の固有の文脈，とりわけシンボリックな文化政治に関わる二つの要
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素と深く絡み合っている。

　まず一つ目は，モスが「第二のアメリカ国旗」と呼ぶ「南軍旗」（Confederate 

battle flag）との関係であり，星条旗のニュアンスがこの時期の南軍旗の意

味変遷と密接に連動し変化している点である9）。1954年のブラウン判決以

降，公立学校での人種統合をめぐる衝突が各地で発生していたが，1957年

にアイゼンハワー大統領が最高裁判決の人種統合を進めるべく連邦軍をリ

トル・ロックに派兵したことによって，アメリカ政府の姿勢が明確化され

ることになった。公民権運動支持者にとっては遅きに失する判断だが，人

種隔離主義者には連邦政府（北部）による（南部）州権の侵害と受け取られ

始めた。「第二の南北戦争」の言説が増加するようになり，通常は星条旗と

州旗を同時併用していた人種隔離主義者が，60年代に入ると，南軍旗を主

たるシンボルとして大々的に掲げるケースが多くなっていくのである10）。

第二次世界大戦終了までは，実質的には南部連合の歴史的遺産の記念的な

記号として限定的に使われていた南軍旗が，戦後に様々な意味（「独特な地

域としての南部，個々の反逆精神，自意識の強い『レッドネック』文化，人種隔離，

人種主義」）を（再び）帯びるにつれて，星条旗の意味もまたそれに相対する

ものとして再構築されていった11）。南軍旗の波に取り囲まれる公民権運動

の参加者にとって，星条旗に新しく付された「統合」のニュアンスを自らの

ものとして積極的に主張できる象徴環境が形成されたのである。

　公民権運動において星条旗が使用される背景となったもう一つの重要な

要素は，冷戦下における反共の言説との関係である。公民権運動は，国家

理念の「普遍性」を国外に打ち出したいアメリカの冷戦戦略を突くような

批判（国内の人種差別が，アメリカの普遍的価値を侵食し，冷戦下で不可欠な他国

からの支持の障害になっている）を展開していた。一方，人種統合反対派は公

民権運動に対し共産主義との関連を強く印象付ける「赤狩り」のレトリッ

クを用いて中傷やラベリングを繰り広げた。公民権運動からの批判の論点
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を逸らそうとする戦略の威力の大きさは，同時期の公民権運動の諸団体に

よる「外」の影響の公式の否定に見ることができる12）。「非アメリカ的」の

レッテルを払拭する必要性の認識のもと，デモ行動における視覚的コミュ

ニケーションでは，愛国心の感覚的形象としてすでに視認性の高い星条旗

が重要度を増していったのである。

　こうした情勢の変化を受けて公民権運動における星条旗の使用は，自然

発生的なものだけでなく組織的なものも含んで60年代前半に少しずつ増え

ていくようになる。主たる旗印というわけでは決してないが，活動を指揮

する団体・地域によっては星条旗を活用するケースが出てくるようになり，

例えば，NAACPのメドガー・エヴァース（Medger Evers）らを中心にした

1963年ミシシッピ州ジャクソンにおける行進での計画的な使用や，メディ

アの注目が集まった1965年の「セルマからモンゴメリーへの行進（Selma-to-

Montgomery March）」（以下「セルマ行進」）における顕著な使用へと繫がって

いった13）。

3．1960年代前半の報道写真と星条旗

　先行する差別撤廃運動と比して，20世紀半ばの公民権運動の特徴の一つ

は，闘争の実際の様子が多くの写真や映像に記録され，マス・メディアに

おいて報道されることで支持のコミュニティ形成や世論の喚起，法整備に

大きな影響力を及ぼしたという点である。実際，公民権運動の諸団体はメ

ディア報道の影響力のみならず，暴力的・衝撃的画像や映像への偏向とい

う主要メディアの特性をも熟知していて，それぞれが対応を模索・実践し

ていた。「非暴力主義」が独り歩きし美化されてしまっているマーティン・

ルーサー・キング・ジュニアであるが，非暴力に対する暴力的な反応をあ

えて誘発し，その際立つ対照の可視化・露出で国内外の注目を集めて体制

側との交渉に道を開くというプラグマティズムが，キングの直接行動の指



― 80 ―

針であった14）。例えば，SNCCも60年代初頭には広報部を設置して，大手

メディアへの情報提供，フォト・ジャーナリストの育成，報道写真の配布

のための拠点・ネットワーク形成など，対策を強化していた15）。公民権運

動の報道写真集を編集したスティーブン・カッシャー（Steven Kasher）が

「膨大な視聴者・読者にもたらされた写真やニュース映像の熟視なしには公

民権運動を理解することはできない」と述べているように，メディア報道

を通した視覚情報の伝達は公民権運動の進展には欠かせないものであった

のである16）。

　そうした報道写真には，星条旗というシンボルの存在によって強い印象

を与えることが可能になったイメージがいくつも残されている。実際，広

く知られている公民権運動の写真には星条旗が含まれていることが少なく

ない17）。ここでは特に代表的な二つの報道写真に触れておきたい。

　1965年のセルマ行進は星条旗と公民権運動が象徴的に融合した成功例と

して言及される出来事だが，その行進を報道した数多くの写真のなかでも

突出した例としては，ジェイムス・カラレス（James Karales）が『ルック』

誌向けに撮った写真の一つ，小高い草道を右から左へと向かう行進者たち

をやや下からのアングルで捉えたモノクロ写真を挙げることができるだろ

う18）。画面の半分以上を占める空には黒い雨雲の塊が集まり，その下を歩

く人々の列を覆いつつある。逆光と距離で行進者たちの表情ははっきりと

は見えないが，右奥の向こう側からこちら側に絶え間なく続いている行進

の足取り，足並みが白と黒のコントラストのなかで動きと方向を明確に伝

えている。プラカードやバナーなどは見受けられず，唯一例外的に，画面

の真ん中辺りに星条旗が二つ，一つはストライプを，もう一つはスターを

こちら側に向け，まるで上空の雲の最も黒い部分を突き刺すかのように列

から頭一つ高く抜きん出ている。非暴力・無抵抗の参加者たちに加えられ

る暴力と南軍旗が遍在する（沿道の反対者が持っていただけでなく，州警察のヘ
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ルメットや車のプレートにも付されたり，州議会議事堂にも州旗とともに掲揚され

ていた）なかで進む行進者たちにとって，二つの星条旗がある種の「護符」

であり「道標」ともなっていて，行進者たちの要求である投票権の平等，

延いては，アメリカ的理念の包摂性と重なり合い，「大義」の所在を強く印

象付ける極めてシンボリックな写真となっている。

　星条旗が含まれるもう一つの代表例も，同じく1965年投票権の平等を訴

える抗議活動における一場面を写したものである。マット・ヘロン（Matt 

Herron）によって撮影されニューヨーク・タイムズなどで大きく報道され

た。警察がミシシッピ州議会堂の階段に座っていた女性と子どもから成る

小さなグループを全員逮捕した際に，一緒にいた 5歳児から警察官が星条

旗を取り上げる様子を写した写真であるが，片手に棍棒を握り，手をひね

って小旗を奪い取ろうとする警察官を怒りの形相とともに捉えている。隣

の警察官の手には押収済みの「No More Police Brutality」の標語が見える。

子ども・若者たちが警察から容赦なく攻撃される様子を撮影した報道写真

はすでにあり，特に，爆発的な世論を引き起こし1964年の公民権法の成立

に帰結することになる1963年バーミンガム闘争の「Children’s Crusade」の

写真は，非暴力の若き行進者たちに向けられた圧倒的暴力を捉えた衝撃的

なイメージでよく知られている。一方，南部の警官による没収を写したこ

の写真が注目を集めたのは，幼い子への加虐だけでなく，取り上げられた

ものが星条旗であったがゆえに，必然的に象徴的な解釈を呼び込むことに

なったからであろう19）。南部の人種隔離主義者の暴力的な強硬姿勢が，ア

フリカ系アメリカ人から星条旗＝公民権・投票権，平等・自由を，今だけ

でなく未来においても，剥奪しようとするイメージと折り重なってくる。

また，南軍旗が主たる記号となっていたとは言え，アメリカニズムへの忠

誠心を誇示し，「非アメリカ的」の誹りは回避したい人種隔離主義者にとっ

ては，星条旗の意味や占有を奪還しようとする，シンボリックな写真であ
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ったとも言えるだろう20）。

　こうした報道写真，とりわけ北部大手メディア（『ライフ』誌や『ルック』

誌，ニューヨーク・タイムズ等）を経由して注目を浴びた星条旗のイメージ

は，60年代前半の公民権運動，及び，その支援者が依拠した（せざるを得な

かった）愛国心に絡む強固な枠組みをより鮮明に写し出しているように思

われる。南部の白人至上主義やジム・クロウ体制による暴力・恐怖主義に

対峙し，政府を動かすためには，白人の幅広い層に「良心の目覚め」を引

き起こすことが不可欠であり，そのためには公民権運動は当時のアメリカ

主流社会における「許容範囲」内に位置付けられなければならなかった。

マッカーシズムのような現象を発生させてしまうほど反共イデオロギーが

浸透する冷戦下で，容認される活動・言説の範囲は狭く，例えば，西側同

盟国への配慮を欠く植民地主義への批判や，国際社会でのアメリカの権威

を下げるような敵に利する活動といったものは当然受け入れられなかった21）。

アメリカ市民宗教への忠誠心と「冷戦リベラリズム」（アメリカニズムに挑む

「破壊分子」などではなく，むしろ民主主義という国家的ドリームを完成させる進歩

的な改革であり，アメリカの制度や普遍的理念が機能することの証左となる愛国的

な改革）が連動した言説政治における厳しいバランスを維持することで，市

民としての「リスペクタビリティ」の規格に適合する必要があったのであ

る。こうした文脈において，アメリカの聖画像である星条旗は（自覚的な使

用であれ，無自覚的な使用であれ）際立つヴィジュアル効果を持つものであっ

た。公民権運動を「偉大な社会」に至る「本質的にアメリカ的な闘争」と

して視覚化することが，読者層を意識した報道写真に期待され，またそれ

をより象徴的に捉えたものが鮮烈に記憶されることになるのである。

4．1960年代後半のアフリカ系アメリカ人による解放闘争と星条旗

　人種隔離体制の打破を目指した公民権運動と，人種統合へと舵を切った
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連邦政府の記号である国旗・星条旗とが，比較的スムーズに繫がった60年

代前半とは対照的に，60年代後半はアフリカ系アメリカ人にとって星条旗

の意味が錯綜していくことになる。その変化にはやはり，人種差別撤廃闘

争の転換やベトナム反戦といった同時代の諸運動を取り巻く状況，そして，

それらに対するアメリカ政府の反応が大きく関わっている。

　1964年ハーレム暴動，1965年ワッツ暴動など，北・西部の大都市におけ

る人種暴動が，法だけでは救済されないインナー・シティの社会的・経済

的窮状をすでに示していたが，星条旗との関連においては，1966年「恐怖

に抗する行進（March Against Fear）」を過渡期の事例の一つとして挙げるこ

とができる。「アメリカ市民としての権利」を得てもなお継続するアフリカ

系アメリカ人の抑圧された状況に焦点をあてた，ジェームズ・メレディス

（James Meredith）率いるこの行進は，メレディスが白人によって銃撃された

こと，また，参加していた SNCC議長ストークリー・カーマイケル（Stokely 

Carmichael）が「ブラック・パワー」を黒人による解放闘争の心髄として初

めて提唱したことで知られている。この行進ではセルマ行進と同様に星条

旗を掲げる行進者が見受けられた一方で，メレディス銃撃のニュースを聞

き星条旗を焼却したニューヨーク在住の黒人退役軍人シドニー・ストリー

ト（Sidney Street）が，国旗への侮辱，及び，物理的損壊の「国旗冒涜」の

罪で逮捕されるという事件も起こっている22）。このストリート訴訟自体は，

星条旗を用いた政治的抗議における「表現の自由」についての憲法解釈を

拡張的に明確化した指標的ケースと今日では考えられているものだが，き

っかけとなった行進や銃撃事件の余波も含めた一連の出来事において，大

きく異なる星条旗への反応が混在する事例でもあったと言える23）。この「恐

怖に抗する行進」が行われた1966年頃を境に，黒人解放闘争における星条

旗の使用はあまり見られなくなっていく。

　それまでの非暴力直接行動から，若者を中心とした都市暴動への変化，
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1967年「長く暑い夏」に代表される60年代後半の人種暴動の多発は，アフ

リカ系アメリカ人をアンダー・クラスに留め置く経済構造の不正義をある

意味で絶望的に告発するものであった。しかし，それらはセンセーショナ

ルな報道とも相まって，主流社会では市民社会的な規範からの逸脱と捉え

られ，それまでの公民権運動がかろうじて維持していた人種差別闘争に対

する元来壊れやすいコンセンサスを大きく弱めることとなった。リベラル

な改革への社会的機運は後退し，アフリカ系アメリカ人による解放運動へ

の反動が世論調査にも徐々に表れるようになっていくのである24）。

　60年代後半の黒人解放闘争における星条旗使用の著しい減少には，運動

形態の違いや世代間ギャップなど，様々な要因が考えられるが，その一つ

としては，伝統的に自助・自立を理想としてきたアメリカ社会において，

貧困問題の解決が星条旗と直接的にリンクしていない，という点も指摘で

きるだろう。すなわち，人種的不平等は星条旗が象徴するアメリカ的理念

の中核を揺るがしかねないが，経済的不平等それ自体は国家理念や米国憲

法の精神と矛盾するものではない，という点である25）。資本主義，自由競

争，市場原理といったアメリカ経済システムは―とりわけ冷戦の反共イ

デオロギーが反復強化される状況にあっては―善であり，階級格差はそ

の前提であって「自然」な現象と見做されてきた26）。経済的困窮を構造的

欠陥ではなく自助努力の欠如の結果と見做し烙印を押す価値体系において

は，星条旗に「貧困」解消に向けたシンボリックな意味を見出すことはほ

ぼ不可能だったと言えよう。

　また，60年代後半はアメリカ政府の人種差別問題に対するコミットメン

トが大きく転換する時期でもあった。ジョンソン大統領が設置したカーナ

ー委員会の分析報告における指摘（人種暴動多発の根本要因としての「白人の

人種差別主義」の認識，仕事，住宅，教育，福祉における政府主導の黒人貧困層に

向けた救済策の必要性）は結果として顧みられることはなかった。1968年の
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民主党政権から共和党政権への移行や，それに伴う予算の大幅削減などが

影響したと考えられる一方で，公民権運動とアメリカ外交政策の関係を検

証したメアリー・L・ドゥディアク（Mary L. Dudziak）は興味深い指摘をし

ている。激化する冷戦下，60年代前半までは国際社会でもアメリカ国内の

人種問題・公民権運動が大きな注目を集め，アメリカの対外イメージに圧

倒的な影響を与えていたが，60年代後半にはそれがベトナム戦争へとシフ

トしたことが，大きな要因であったとしている27）。法的な改革によってア

メリカの制度や普遍的理念の有効性が国際的に認知されれば，アメリカ政

府にそれ以上の根本的な解決を推進する内在的な動機はそれほど強くはな

かったのである。諸外国の関心が人種問題から離れるのと軌を一にして，

アメリカ政府の取り組みが減退しただけでなく，むしろ，都市暴動を過激

派の活動やギャング犯罪に矮小化し，更には FBIを通してブラック・ナシ

ョナリズム組織に対しては破壊活動を展開していったこと，また従来の指

導者たちへも警戒・監視を強めていったことをドゥディアクは明らかにし

ている28）。1957年の人種統合に向けたアメリカ政府によるリトル・ロック

への派兵が星条旗に新しい意味をもたらしたのと同様，60年代後半のこの

ようなアメリカ政府の態度・方針の転換は，多くの目に星条旗の反転とし

ても受け止められていくのである。

　本稿冒頭で言及したように，星条旗の「神聖性」に初めて綻びが生じる

背景となったベトナム戦争も，アフリカ系アメリカ人の解放闘争における

星条旗の意味の変化に大きな影響を及ぼしたものの一つである29）。アメリ

カの介入が本格化していく60年代中頃から，反戦運動において国旗に対す

る「冒涜」的な所為（「カジュアル」な利用，皮肉・パロディ，物理的損壊など）

が少しずつ見られるようになっていた。星条旗を掲げて反戦運動をする者

も少なくない一方で，アメリカの帝国主義的暴力を糾弾し，第二次世界大
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戦中から冷戦下において自己賞賛的に強調されたアメリカ的理念の欺瞞を，

星条旗へのタブーとされてきた言動によって象徴的に表明しようとする事

例が出てきたのである。この状況で星条旗の意味を決定付けたのは，1968

年の連邦政府による「国旗冒涜処罰法」の制定であった。1967年の反戦派

によるセントラル・パークでの国旗焼却に端を発し，怒涛の勢いで制定さ

れたこの法律によって，それまで州レベルに留まっていた処罰法が国家レ

ベルに引き上げられた結果，星条旗とアメリカ政府の外交政策が公式に結

合することになった。国旗の使用における「愛国的な正しさ（patriotic 

correctness）」が定められただけでなく，政府は戦争賛成派＝保守派に星条

旗の使用の公的許可を与えたと解釈されていくのである30）。

　このベトナム戦争をめぐる賛成派と反対派の分裂がシンボリックに可視

化されたのは，1970年ニューヨーク市において星条旗を大々的かつ大量に

掲げた建設労働者から成るヘルメット（hard hat）集団が，学生を中心とし

た反戦デモ隊を襲撃した「ハードハット暴動（Hard Hat Riot）」においてで

ある31）。付近の大学や教会にも侵入し100名以上の負傷者を出す大規模な暴

動であったにもかかわらず，警察は被害者の保護に消極的で「傍観」に近

い立場をとった。当時の大統領ニクソンは後日ハードハット・リーダーを

ワシントンへ招待，ハードハット側はニクソン支持集会を連日開催するな

ど，一連の出来事によって星条旗と政府の政策支持＝戦争遂行の一体化が

決定的となった。またこれらの出来事は，星条旗が回帰すべき「愛国心」

―懐疑的な態度ではなく忠誠が最優先であること，権威あるものを敬い

慎ましく従順であること―を具体的に示したとも言えるだろう。ベトナ

ム戦争推進の軍旗のみならず，アメリカの理念とアメリカ政府を切り離せ

ない盲目的愛国心を第一義的に意味する状況では，ベトナム反戦運動や黒

人解放運動などの多くの問題意識を共有していた活動団体にとって，星条

旗は更に問題を孕むものとして再認識されていった。1967年までにはベト
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ナム戦争反対が賛成を上回るようになるなか，アメリカ市民宗教の忠誠心

の枠組みにおいて反戦の意を示したい者は，何らかの加工や別の旗との同

時使用などによって意味を補わなければならなかった32）。保守派の占有に

よって再構築された象徴相関では，未加工・単独使用の星条旗はもはやそ

のような意味作用を有しなかったからである。

　対外戦争との関わりによって星条旗の軍事・軍隊的含意が（再び）前景

化し始めると，アメリカ国内においては類似のコンセプトとそれを司る機

関が星条旗と明確に連結するようになっていく。人種問題やベトナム反戦

に絡む暴動，多くの逮捕者や死傷者が出るようなケースが頻発するなかで，

1968年に大統領に選出されたニクソンが選挙戦術・レトリックとして用い

た「サイレント・マジョリティ」の要請としての「法と秩序（law and order）」，

そしてそれを担う警察組織である。保守層のみならず，共感を持ちつつも

抗議活動に参加するほどではない中間層にまでに広がっていた暴力的擾乱

に対する恐怖や不満を的確に感じ取った共和党陣営は，リベラル政策の失

敗としての暴動頻発の強調と警察権力強化による治安維持策の提案で，民

主党から政権を奪取することに成功する33）。実際，警察官の制服や小物，

警察車両などに星条旗の意匠が施された，ある意味で今日では「普通」と

なっている光景が現れ始めたのは，この60年代後半のことである。警察組

織による誇示的使用によって，それまで主に建国文書に示されたアメリカ

的理念・伝統を意味してきた象徴に，趣の異なる「法と秩序」の使用が明

確に追加され，星条旗は社会制御を表す記号表現としての性格も強めてい

くことになった34）。人種的な示唆を持つニクソン流の「法と秩序」レトリ

ックは，リベラル派の議論（「暴動」は不正義への抗議や市民的不服従であり，

治安回復には貧困の解消が不可欠）を効果的に否定し，警察が断固として取り

締まるべきシンプルな「ストリートにおける犯罪」として扱う。その言説

政治においては，人種暴動の引き金に，警察権力による暴力的言動（不当



― 88 ―

逮捕，強権的態度など）が関わっていた事実はしばしば看過された。人種衝

突に対する政治的に人気のある論法・常套手段によって，60年代前半に星

条旗に見えていた社会正義の相貌は急速に色褪せていったのである。

　60年代後半，同時代の諸運動をめぐる状況やアメリカ政府の対応の変化

に伴って新たに構築された星条旗をめぐる象徴関係においては，60年代前

半のような星条旗の使用はアフリカ系アメリカ人による解放闘争ではほと

んど見られなくなった。モスが述べている通り，60年代後半以降「シンボ

リックな調整は困難にな」り，「政治意識のある多くのアフリカ系アメリカ

人は，アメリカ国旗のどんなヴァージョンにも積極的な関係を持てないと

感じ」るようになっていったのである35）。解放闘争においては，汎アフリ

カ旗やブラック・パンサー旗といった，アフリカ的ルーツを想起させる視

覚イメージの使用が増加していくことになる36）。

5．1960年代後半以降のアート作品に見る星条旗

　星条旗が人種解放闘争において姿を消した一方で，60年代後半のアフリ

カ系アメリカ人の活動においてそのイメージが使用されるようになったの

は，絵画などのヴィジュアル芸術の分野であった。神聖なナショナル・シ

ンボルを「正しく」使用しているかどうかに常に目を光らせる緊張度の高

い市民宗教社会においては，「表現の自由」を前提とするアート作品も決し

て監視の例外ではなかったが，同時期の美術動向や裁判事例などによって

星条旗デザインを作品・パフォーマンスに取り入れることへの精神的なハ

ードルが大幅に低下していた37）。何より「アメリカにおいて黒人であると

いうことはどういうことか」について表現・検証しようとするアフリカ系

アメリカ人のアーティストにとって，「アメリカ的」な様々なものの視覚表

象である「赤・白・青」はある意味で不可避であり，最もヴィジュアル効

果が高い形象だったと言えよう。ここでは星条旗イメージが繰り返し用い
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られている二人の代表的なアーティストの60年代後半から70年代初期の作

品のうち，それぞれ一作品について略述し，同時期のアート作品における

星条旗表象の基本的な特徴を確認しておきたい。

　一つ目の作品はフェイス・リンゴールド（Faith Ringgold）の《The Flag Is 

Bleeding》（1967）である。この作品では，星条旗は画面全体を覆っていて，

赤のストライプのところどころから血が滴り落ちている。星条旗の向こう

側には，左側に黒人男性，右側に白人男性，そして，その間に白人女性の

三人がこちら側に顔を向けて立っている。白人男性はスーツ姿で腰に両手

をあて胸を張ってしっかりと立っていて，黒人男性の方は左手にナイフを

握り，右手は血が流れ出ている左肩を押さえている。二人の間に立つ白人

女性はそれぞれと腕を組み，両者を仲裁する「ピースメーカー」のように

も見えるが，目を見開き無表情のままの三者には人種的調和は感じられな

い。星条旗はまるで全員を閉じ込める牢獄の血塗られた鉄条として描かれ

ている一方で，それぞれの見え方は異なっている。ストライプ部分が重ね

られた白人男性の顔と比べて，星の部分に重ねられた黒人男性の顔ははっ

きりとは見えない。また，黒人男性の肩から流れる血は星条旗のこちら側

まで溢れていて，二つの白い星の一部が血で染まっている。

　1964年ハーレム暴動，1967年ニューアーク暴動を体験したリンゴールド

が，《The Flag Is Bleeding》と同年に人種暴動を主題に制作した《Die》に

おいて赤い血を作品全体に飛散させて配置しているように，「血」はリンゴ

ールドにとって同時代のアフリカ系アメリカ人の体験と切り離すことはで

きないものである。リンゴールドは，モノクロの報道によって「消毒」さ

れ「生気のない」ものにされてしまった暴動と，実際にストリートで見か

ける血痕との落差について述べていた38）。彼女が「スーパー・リアリズム」

と呼ぶ自らの作品で，「血」が，アフリカ系アメリカ人でいることの「リア

リティ」を視覚化する重要な要素の一つ，すなわち，絶望的な対抗暴力に



― 90 ―

訴える他ない黒人コミュニティの惨状・苦痛の具象化であるとすれば，そ

れが星条旗と一体化されて描かれるとき，アメリカ的な様々なものが黒人

の血にまみれていることを示唆している39）。白人もその血塗られた牢獄に

収監されてはいるが，不可視化され暴威に晒され流血する者として描かれ

ているのは黒人男性である。《The Flag Is Bleeding》における星条旗は全体

を覆い拘束する抑圧的な構造であると同時に，アフリカ系アメリカ人に血

の犠牲を強いるものとして描出されている。それはダグラスやジェイコブ

ズといった先行者たちの指摘・批判とも重なり合い，「血の一滴」理論とい

うアメリカの「伝統」的ロジックすら想起させながらも，60年代後半の頻

発する人種暴動によって顕在化した同時代の激しい痛みによって突き動か

されたものとなっている。

　この時期に星条旗イメージを用いたものとして取り上げたい二つ目の作

品はデヴィッド・ハモンズ（David Hammons）の《Injustice Case》（1970）で

ある40）。ハモンズは，60年代後半に自らの体を画紙に様々に写し取る「ボ

ディ・プリント」と呼ばれる手法を用いた作品を多く制作したが，そのな

かには星条旗イメージを取り込んだ作品がいくつかあり，《Injustice Case》

はそのうちの一つで最も明確なメッセージを持つ作品である。画面の大部

分を占めるのは，椅子に拘束された人物の横向きの姿である。両手，両足

を縛られ，口を塞がれた人物の顔は上を向いており，拘束の苦しさと呼吸

のしづらさが伝わってくる。モノクロのボディ・プリントが大部分を占め

る画面を縁取るのが，星条旗で，拘束された人物はその枠組みのなかに囚

われ苦悶しているように見える。そのカラフルさが，縛り付けられ窒息し

そうな，まるで幽霊のような色の無い人物と明確なコントラストを成す作

品となっている。

　この作品の制作のきっかけとなったのは，ブラック・パンサー党の設立

者の一人であるボビー・シール（Bobby Seale）が1968年に暴動の扇動を理由
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に逮捕され，裁判にかけられた事例である。裁判の一部の過程では，裁判

官の決定によって，シールは実際に作品に描かれたような拘束状態で出席

することを余儀なくされた41）。《Injustice Case》は直接的には警察・司法当

局といった国家機関によるシールへの人種差別的虐待を告発する作品と言

えるが，ボディ・プリントという手法を勘案するならば，アーティスト自

身の体で描いたある種のセルフ・ポートレートとも融合しており，黒人指

導者たち，アーティスト，延いてはアフリカ系アメリカ人の共同体の構成

員すべてを重ね合わせた集合的な「黒人」と考えることもできるだろう。

ハモンズのボディ・プリント作品の多くでは，皮膚の肌理やしわ，体毛，

あるいは，服や布の素材感やしわ等が写し取られ，独特の触感を湛えてお

り，それが個人から集合に昇華する「ブラックネス」の視覚―触感的な表

現となっているが，この《Injustice Case》で前面に写し取られているのは，

むしろアフリカ系アメリカ人への抑圧の痕跡―拘束する布の深い何重も

のしわとそれによって着衣に生じる深い何重ものしわ―である。黒人の

身体は，幾重にも覆う拘束布に圧倒され硬直している。縛り付けられ，発

言の機会を奪われ，窒息させられるという不正義の画面には，今にも絶え

そうなうめき声までもが視覚化されているかのようである。この作品で星

条旗はその不正義の執行者，アフリカ系アメリカ人の抑圧者であり，また

その枠組み全体としてはっきりと名指されている。

　リンゴールド，ハモンズの上記の作品の本格的な理解には，むろん，他

の星条旗を用いた作品との関係やアーティストの作品全体における位置付

けを含めた詳細な検証などが必要であるが，これらの作品が60年代後半か

ら70年代にかけての時代状況や星条旗の意味作用と密接に関わっているこ

とは間違いないであろう。少し前にはアフリカ系アメリカ人の守護者とし

ての可能性を持つかのように見えた星条旗は，意味のせめぎ合いと強い揺

り戻しのなかで，むしろ抑圧構造との結びつきを更新し，法的にも神聖性
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を確保されて遍在するようになった。そのような状況下で視覚表現に関わ

るアフリカ系アメリカ人のアーティストたちはそれぞれの手法でそれぞれ

の「イコノクラスム」を実践していたのである42）。

6．お わ り に

　1976年 4 月 6 日付の地方紙ボストン・ヘラルド・アメリカンの第一面に

掲載された報道写真は，アメリカの集合的意識のなかに最も深く刻まれた

星条旗イメージの一つと考えられている43）。ボストンの公立学校における

人種統合の推進に伴って起きていた反対運動が暴徒化した際に撮られたこ

の写真は，撮影者である報道写真家スタンレー・フォアマン（Stanley Forman）

が翌年にピューリッツァー賞を受賞するに至ったように，即座に全米に配

信され大きな反響を呼んだ。写真が描写するのは，左側の若い白人男性が

星条旗を掲げた長いポールの先端で，右側にいる，別の白人に後ろ手に押

さえられた黒人男性を今にも突き刺そうとしている瞬間である44）。地元の

高校生による反人種統合の抗議が繰り広げられるなか，偶然に近くを通り

かかった黒人男性が若者らによって暴行されるという，その一瞬を劇的な

構図で捉えた写真である45）。

　この写真を衝撃的なものにしている要素の一つは，これがボストン―

ちょうど200年前となる1776年の独立の主舞台―で撮られた，という点で

ある。建国の理念との埋めがたい懸隔が明らかになってしまったという皮

肉だけでなく，人種差別が北部のものでもあるという事実をこの写真は可

視化している46）。人種差別は遅れた南部特有の問題であり，北部とは無関

係であるという自己満足的な認識が，実は錯覚であった可能性を突き付け

てくる。南部の人種隔離とは異なるものの，特に住宅や教育，雇用などに

おいて北部で堅固に根を下ろしてきた複雑で狡猾な差別的構造は，60年代

後半の人種暴動の背景であるが，「北・西部は人種差別とは無関係である」
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という幻想が都市暴動を単なる「ストリート犯罪」に矮小化してしまう遠

因にもなったと言える。「法と秩序」の強化によって60年代末以降，人種暴

動の発生は減じるが，それは差別的構造が解消されたことを意味するわけ

ではなかった。それどころか，この写真によって，70年代半ばの北部にお

いても状況は何一つ変わっていないことが明白になるのである。

　しかし，この写真を衝撃的なものにしている最大の要素は，当然ながら，

星条旗がアフリカ系アメリカ人に対する，文字通りの武器となっているこ

とを写し出している点である。上述してきたように，それまで星条旗は様々

な意味を持ってきたが，それは基本的には象徴・比喩としてであった。60

年代前半の公民権運動では人種統合や市民としての権利，延いては，アメ

リカ的理念を表すものとして掲げられ，60年代後半にはベトナム戦争支持

や警察による社会制御といった国家的政策・権力を意味する記号へと変化，

またその過程で報道写真やアート作品などにも星条旗イメージがしばしば

登場したが，それは代理表象として作用していた。それがこの写真では物

理的な殺傷の道具と化している。アメリカ社会において高度に象徴化され

た星条旗が実際の凶器となるとき，そしてそれがまるで磔刑を想起させる

ような構図で提示されるとき，見る者は不可避的にそれが意味するとされ

るものを重ねて解釈する47）。アメリカ的とされる様々なもの（アメリカ的理

念，アメリカ政府等）が星条旗に付与された意味作用であるとき，この写真

が「アメリカ的なものは人種差別的である」という悪夢を示唆していると

見ることも不可能ではないだろう48）。

　本稿では60年代を中心にアフリカ系アメリカ人の星条旗に対するアプロ

ーチを見てきた。アメリカ政府の方針を追い風に，60年代前半に公民権運

動で使用された星条旗は，包摂的なアメリカ的理念の実現を訴え，多くの

共感を得るうえでの力強い視覚メッセージであった。冷戦下，アメリカ的
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理念と普遍主義的な理想とを同一視する，アメリカ例外主義の色濃い「愛

国主義」を前景化する効果的な手段であったと言える。それゆえ，公民権

運動で使用される星条旗は，少なくとも主要メディア報道の主たる受信者

であった白人中間層にとっては，公民権運動が「愛国心」や「アメリカ的

リスペクタビリティ」の枠内に収まっていることを暗示する記号でもあっ

た。しかしながら，60年代後半，人種に絡む諸問題に対するアメリカ政府

の取り組みの変化，ベトナム戦争の泥沼化とそれをめぐる国内の分裂，国

旗冒涜処罰法の制定などと連動し，星条旗の意味は再編される。星条旗＝

アメリカ的システムに対するアフリカ系アメリカ人の鬱積は，解放闘争に

おける使用の大幅な減少とアート作品における「偶像破壊」に表されるこ

ととなった。

　アフリカ系アメリカ人にとっての星条旗の意味変遷やそれに対するアプ

ローチを辿ることは，「ブラック愛国心（black patriotism）」について検証す

ることと重なっている。植民地時代から続く犠牲と抑圧の歴史のなかで，

その時々の情勢の変化を受けて，アメリカという国民国家に対する多様な，

往々にして非常に複雑な感情が星条旗に投影・接合される。一方で，黒人

の歴史には，アメリカへの愛国心を相対化・脱構築する互いに関連し合う

諸要素―ブラック・ナショナリズム，黒人の抵抗の歴史やアイデンティ

ティに底流する「ディアスポラ」の要素，アメリカ例外主義やアメリカ帝

国主義に抗する国際主義の要素など―も存在する。そうした要素と星条

旗との相剋・交錯が，ヴィジュアル政治においてどのように表出されるの

か―それが，20世紀半ばまでにアメリカ的システムの狡猾な変わらなさ

を少なくとも二度経験した後の，アフリカ系アメリカ人の星条旗へのアプ

ローチにおける注目点の一つとなるだろう。60年代後半の星条旗をめぐる

視覚表現は，ほとんどがまだ直截な批判の限られた領域に留まっているよ

うに見えるが，しかし，その創造的実践に確実に踏み出した時期であった。
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